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東京にて初のＦＣＳ開催！

開催日時 2002年6月2日 10:00～17:00
開催場所 東京都 江戸川区
         北葛西コミュニティ会館
参加者数 約30名

Day CONTACT 4 in Tokyo報告
内山直樹

　2002年6月2日(日)に、東京での初めてのCONTACTイ
ベントを実施することができた。
　CONTACT Japanでは、昨年からDay CONTACTというイ
ベントを開催している。これは、日帰りで参加できる
CONTACTイベントを行うものだ。主に初心者を対象
に、FCSの普及を目的とするイベントである。各地で数
多く開催することで、FCSに関心のある人を増やしてい
こうというものだ。すでに、昨年は名古屋地区で3回開
催された。
　そこで、今度は東京でDay CONTACTを開催し、東京地
区へのFCSの普及を図ろうというのだ。意外だが、今ま
で東京ではCONTACTのイベントが開催されたことはな
いのである。
　初めてということもあり、いかに東京であっても、
どのくらいの参加者が集まるか心配があった。今回の
イベントは、広報も露出もあまりやっていないのであ
る。Day CONTACTは数多く開催したいので、できるだけ
開催のためのコストを小さくしたいからだ。
　ところが、蓋を開けてみると定員を埋める応募が
あった。しかも、そのうち半分は初心者である。やは
り、参加しやすい日帰りイベントが近所で開催される
ことは、参加の敷居が低いのだろう。目論見どおりで
ある。
　当日は晴天に恵まれ(←FCSにはあまり関係ないが)、

大迫代表の挨拶や諸注意の後、2チームに分かれてFCS
が始まった。FCSの形式や設定は、名古屋でのDay CON-
TACTで使われた設定を再利用した。これは、設定作成
のコストを低減することが最大の目的であるが、同じ
設定でさまざまな異なる成果が出ることを見てみたい
という意味もある。何度もDay CONTACTに参加している
人にとっては物足りないかも知れないが、Day CONTACT
は初心者向けの企画ということで、ご了解いただきた
い。将来はDay CONTACT用に複数の設定を用意したいも
のだ。
　初心者が多いにもかかわらず、FCS自体はスムーズに
進行した。ご存知のように、FCSはいつも時間が足りな
くて困るものだが、今回は事前に予定していたスケ
ジュールどおりに進行した。
　異星人構築から、プレコンタクト、コンタクトと進
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み、今回もたいへん興味深い成果を得ることができ
た。FCS内容の詳細は、チーム参加者のレポートを見て
いただきたい。
　FCS終了後は如例。発表会をしてクロージングして
いったん解散し、近所の居酒屋に再集合して懇親会と
なった。
　今回の東京での初めてのFCSは成功と云えるだろう。
アンケートにも肯定的な声が多く、東京での次のイベ
ント開催を望む意見も多かった。うれしい限りであ
る。
　無事に終了して、東京での次を考えていきたい。今
年後半はCONTACT Japan 5があるので、それに注力し
ないといけないが、それが終わった段階で次の企画を
検討しよう。
　なお、名古屋のDay CONTACTのスタッフと東京のス
タッフは別のメンバであったが、無事に開催できた。
これでDay CONTACTが、イベントとして移植可能である
ことが証明された。自分の地元でDay CONTACTを開催し
たいという人は、今がチャンスである。

【Ａチーム参加者レポート】
（森田亮）

　ついに念願の出逢い系イベントでびゅぅの日がやっ
てきた。
　月曜の朝が締め切りという原稿を朝方までかかって
仕上げ、寝不足の重たいまぶたをかかえたぼくは、は
やる心を抑えつつ西葛西へのはるかな旅に出た。っ
て、片道2時間程度なんだけど、ふだんあまり家から出
ない出不精のぼくにとっては立派な旅行なのだ。
　DC4がおこなわれた6月2日の日曜日、東京は晴天に恵
まれた。Tシャツ一枚でも汗ばむくらいの健康的な陽気
で、気分はすっかり真夏のバカンス。出逢い系イベン
トにはうってつけの天気といえよう。何がどーゆーふ
うにうってつけなのかよくわからないけど、何となく
そんな感じ。
　会場となる恒星系――もとい北葛西コミュニティ会
館に集まった面々はおよそ20人。ぼくも含めてコンタ
クト初参加というメンバーが少なくなく、初めての体
験に少々どきどきしていたぼくもひと安心。みんなヤ
ル気まんまんで、いやがうえにも期待が高まってき
た。
　朝10時に開会、まずは代表の大迫氏より挨拶があ
り、FCSとは何ぞやということを簡単な歴史とともに話
していただく。ざっとした説明のあと、すぐに実際の
作業に入るんだけど、スケジュールが10分刻みで細か
く設定されていることにちょっと驚いた。もっとも、
このスケジュール設定がDCに絶対必要であることは、
昼食時には自らの行動で証明することになる。
　さて、詳細なレポートはほかの方にまかせるとし
て、今回はFCS初参加の感想を述べさせていただこうと
思う。今回は10人くらいずつA/Bの2チームに分かれ、
ぼくはAチーム。いぇい、特攻だ。野田令子さんを議長
にしてまずは基本設定から始める。これまでにもWebで
公開されているCJレポートなんかを読んで雰囲気だけ
は想像していたんだけど、いざ自分がやるとなるとな
かなか緊張する、どきどき。
　まず最初は「自分たちはどんな生物なのか」という
ことを考えるのかと思っていたら、実はこれが見当違
い。最初は「何のために」を決めるんですね。よーす
るに、土台からひとつずつ積み重ねるのではなく、外
枠を固めてからそこに合わせて中身を詰め込んでい
く、ということ。半日と時間の限られたDayContactの
中で、いかに効率よく設定からコンタクトまでを進め
ていくかがうまく考えられていて、スタッフの方々の
苦労が忍ばれる。と、こんな殊勝なことを言えるのも
イベント終了後に落ち着いてレポートを書いているか
らであって、進行中はもうノリノリである。
　何のために、という目的の案を募ると、調査だ商売
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だ植民だ観光だいや宗教かも意外とただのグルメ旅
行？　なんて具合にいろいろと出てくる。ただ、この
段階ではあくまでも地球人のメンタリティの呪縛を抜
けていなかったように思える。いくつか出てきたとこ
ろで多数決を取り、「宗教をバックにした金儲け」と
いうところにひとまず落ち着いた。宇宙進出の目的と
してはえらく俗物的な理由のような気もするけど、欲
望というのは善し悪しはあるにせよいつだって大きな
エネルギーなわけで、まあこういうのも自然な流れな
のかもしれない。
　大きな転換は、その宗教の教義を考えている最中に
起こった。
　地球人と同じような貨幣経済をベースにしたので
は、おもしろくも何ともない。そこでぼくたちが考え
出したのが、物々交換という原始的な経済がそのまま
の形で発達した文明。形のある物理的な“モノ”を交
換することが神の意志に適うことであり、すなわち教
義ということになったのだ。
「いいね、それ。交換命？」
「そうそう。交換が目的で、蓄財は罪悪なの」
「ところで、情報みたいな無形の財産は？」
「もちろん、モノじゃないから交換の対象外」
　この瞬間、我々のメンタリティは決まった。“交換
命”――この絶対的な命題のもと、すべてが構築され
ることになったのだ。ここからはもう、地球人、なに
それ？　ってな感じである。
　不思議なのは、メンバーの中の誰ひとりとして
『こーゆー設定にしよう』なんて明確に考えてはいな
かったであろうこと。それぞれの中から生まれた断片
的なアイデアを組み合わせていったら、誰もが予想も
しなかったような結果になったのだ。これがブレ・ス
ト風のこうした議論の醍醐味であって、大勢で思考す
ることの楽しさなんだろうなと実感した瞬間だ。
　とまあ、いろんな基本設定を決めていると、あっと
いう間に昼食の時間である11：50に。この時点ですで
に、ぼくたちは暴走モードに突入しつつあった。と
いっても、おふざけに走るとか悪趣味の度が過ぎると
かシンクロ率400%とかいったことではなく、完全に時
間を忘れて議論に熱中し始めていたのだ。なるほど、
これでは細かいタイムスケジュールを設定して、無理
矢理にでもその通りに動かなければならないわけだ。
ていうか、放っておいたら3日でも一週間でもずっと基
本設定に費やしてしまいそうな勢い。時間はあくまで
も半日なのです。反省しましょう、はい。
　午後からは詳細設定。宇宙船の規模だの遠征要員の
内訳だの社会背景だの生物的特長だのをいろいろと考
える。考えるんだけど、Aチーム全員の思考ベースとし
て“交換命”がすでに刷り込まれているためか、割と
すんなりと進んだようにも思える。もちろん、議長の
野田さん、書記の中矢さん、そして大迫さんのさりげ

か考えていないんだから。そりゃあ、お互いの文明を
理解し合おうなんて、とうてい無理な話というもの。
地球人同士によるシミュレーションでもこれだけのメ
ンタリティの差を持たせられるのだから、FCSは実にお
もしろい。
　もちろん、コンタクトの成否にかかわらず、DC4とい
うイベント自体は大成功だったと思う。これもひとえ
にスタッフの方々によるご尽力のおかげなわけで、こ
こに改めて感謝の意を表明します。
　この後の懇親会も含め、出逢い系イベントの素晴ら
しさにすっかり虜になってしまったぼくであって、秋
の『本格お泊まり出逢い系イベント』にも絶対に参加
しようと決心。その節はまたよろしくお願いいたしま
す。
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【Bチームのレポート】
　（佐久間正一）

　まずはじめに、いつものとおり最低限の舞台設定説
明がありました。それによると、我々はとある星系に
向かって航行中なのだそうです。
　その星系に関する諸データが示され、それから討論
に入りました。

<< •Ý’è•Ò >>

1.我々は？
　まずいつものとおり、我々はどういう存在なのかを
決めることに。最初のうちは、以下のように純粋に存
在形態の案を出し合っていたのですが、
　人類
　機械
　鉱物生命　　
　ガス状生命　
討論中に目的と存在形態の話がごっちゃになってきま
して、
・宇宙船に乗って移動中の存在：ずっと移動している
宇宙人で、コロニーごと移動する存在（キャラバン
宇宙人？）

・蟻や蜂のような集団生物が、巣わけ目的で移動中
・目的の星系になにかを発見したので科学探査目的で
航行中

・恒星系探査目的で作られた機械生命で、創造主のこ
とを知らない

などなどの意見が出、結局これらから選択することに
なりました。
　多数決の結果
・恒星系探査目的で作られた機械生命体
が圧倒的多数で可決。創造主のことを知らないという
設定がウケたようです。
　ほとんど卑怯な気もしますけど、機械生命体にする

と生物学的な考察を行う必要が無いうえに、創造主も
不明ということになると社会的な考察すらほとんど行
う必要が無く、とても設定が楽になるというメリット
があります。ある意味機械だとなんでもアリ、ですか
らね。考察することがあまりに無さ過ぎたせいか、
我々自身にも名前が無いことに、この企画が終わるま
で(終わっても)誰も気づかないままでした(^^;。した
がって、我々は(というか私は)おそらくコンタクト
ジャパン史上初の名無しETIです。
　ただ、知性の有無については、決めておく必要があ
るだろうということで、
・知性はある。ただし、限界がある。チューリングテ
ストには合格する。

というところに落ち着きました。知性は無い、とかに
決まってたら、この後のコンタクトがどういうことに
なっていたか、考えるだに恐ろしいです。でも、困る
のは相手側なのでそれはそれで面白かったりするか
も。

2.航行について
　まず航行手段について、宇宙船の有無(機械なので、
自分がそのまま移動することだって可能でしょう）か
ら決めました。
　その結果、宇宙船は有る、ということになったので
すが、この後の議論の移り変わりをを見ると、結局宇
宙船自体が意識を持っているのとなんら変わらないよ
うな気もしますね。
　ここで決定した宇宙船のパラメータは、
・宇宙船の大きさ　：　直径１０ｋｍの球形
と決まりました。推進方法は
・光セール(太陽ヨット)
・核パルス
・イオン・プラズマ
・レーザー
の候補から、多数決で核パルスに決定。ただし、推進
剤の量など計算できず(^^;。
　技術参考資料の表は、１Gの等加速度のものだけしか
なかったので、核パルス推進で１Gなんて出せるのか？
　という疑問もありましたが判断できず、結局推進剤
が少ないため減速は１Gでできるが、推進剤満杯時の加
速性能は不明ということで逃げました(^^;。
　ペイロードは次のとおり決定しました。
・小型宇宙船　1000機ほど
・中継基地
・プローブ(のちに子機と呼称することになりました)
・資源収集船
　この時点では小型宇宙船とプローブ(子機)が別に設
定されていたんですが、そのうち実質的に両者は同じ
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もの(プローブが宇宙船機能を持つ？)として扱われる
ようになってしまいましたね。
　
3.探査に関して
　次に探査の直接の対象を決めました。つまり何の知
識を得るための探査か、ということです。
　これに関しては、あらゆる知識を収集するのだけれ
ど、特に以下のものを重点とする、ということになり
ました。
・生物に関するもの
・恒星系
・地質
・環境
　これでもまだ漠然としてますが、これ以上は詰めら
れませんでした。そう、我々の目前には星系が近づい
ていたのです(プレコンタクトまで時間が無いことの比
喩(^^;)。

4.プレコンタクト準備
　プレコンタクト前に星系接近手順を決定する必要が
あります。そうしないと、相手から我々がどう見える
かとか、相手が通信を送る場合にどこへ向けてどう送
るかが決められませんから。これについては、以下の
手順を踏むということで決着しました。
(1)一度星系外縁(50AU程度)で停止する
(2)中継基地を置く
(3)プローブ(子機)を各惑星に向けて発射する
(4)燃料をガス惑星もしくは氷から補給する
(5)金属資源を固体惑星および小惑星から補給する
　これらの手順を消化した後、星系探査が無事終われ
ば、次の星系へと旅立っていくことになります。
　つぎに、星系接近中にもし有意信号を受けたらどう
するか、という点について検討しました。ここで、
我々は中継基地を造るまでは慎重(臆病)に、それ以降
は大胆にというおおまかな行動原理が決定され、それ
にしたがって以下のとおりの対応を行うということに
なりました。
・中継基地を造るまでは応答しない
・中継基地を作った後応答する
・もし素数の信号が来たら、とりあえずあいての素数
の後の素数を送り返す（この設定は無駄になる
(^^;）

・信号ではなくて物体が接近してきたら、調査用のプ
ローブ(子機)を発射する

　さてここで、いささか泥縄的ではありますが、こち
らのAIにどの程度の能力があるのかが問題になりまし
た(知性があることまでしか決めてなかった)。これに

関しては、コンタクトを前提にするということで、相
手の言語を解析する能力は持っていることにする、と
いうことになりました。
　次に、相手知性体とのコンタクト手順について、以
下のとおり決めました。
(1)まずコンタクト
(2)次にコミュニケート
(3)恒星系の探査許可を得る
(4)許可が得られれば探査に入る
(5)許可が得られなくても探査に入る(相手の意向は無
視する)

(5)のあたりがいささかというか、かなり自分勝手です
ね。任務最優先の機械っぽいといいましょうか。
　さらに、惑星探査に使用するプローブ(子機)の性能
について以下のように決めました。
・惑星着陸可
・惑星からの離脱不可
・惑星内での移動は可
　そのプローブ(子機)を使用した惑星探査シーケンス
は、以下のとおりとなりました。ただし、これは、惑
星探査開始前に相手からのコンタクトが無い場合の
シーケンスです。
(1)まず惑星の周回軌道に乗る
(2)電磁波による観測を行う
(3)知性体がいる可能性があればコンタクトを試みる
(4)知性体がいる可能性がなければそのまま着陸

<< ƒvƒŒƒRƒ“ƒ ƒ̂Nƒg•Ò>>

　こちらが100AUの位置にいるときに、いきなり辞書と
か姿かたちの絵とかが送られて来ました。具体的に
は、
・辞書
・姿かたち
・母星から来た
・基地を造った
・交換しよう
　そ、素数は？(笑)　それからほかはともかく、「交
換しよう」ってなに？　なんにせよずいぶんとせっか
ちな知性体のようです。
　相談の結果、とりあえず、最低限の応答を返すこと
になりました。AIがそういう判断を下したということ
です(以下同様)。
　返信内容は、
・50AUで停止する
という味も素っ気も無いもの。ま、こっちは機械だ
しぃ。中継基地を造るまでは慎重に、という行動原理
からあんまり情報を与えるわけにはいかないので
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しょーがないでしょう。
　そうすると、ほとんど即座に次の通信が来ました。
　内容はというと、
・母船のカーゴベイに来て
・来るのがいやなら行ってもよい
・交換はすばらしいので交換しよう
・贈り物つきプローブを送る
　な、なんかずいぶん積極的というか一方的で自分勝
手な異性人です(まあ自分勝手という点では我々も相手
のことは言えませんが)。やたらと交換したがってるの
が疑惑を呼びます。キャッチセールス星人とかだった
らやですね。
　こっちはまだ中継基地を造ってないので、最初の応
答を繰り返して送信する。我ながら無愛想だが、そう
いう設定なのでしょうがない。
　最初の通信から二十日がたちました。50AUの位置で
いったん停止して中継基地を造ったので、こちらから
送信を行いました。内容は、
・星系探査します
・第５惑星に向かいます
・子機が贈り物を取りに行きます
・カーゴベイに子機が行きます
　さらに、メッセージどおりに贈り物受け取り用の子
機を発射して、第５惑星へと移動を開始します。ちな
みに、あちらさんがプローブと言ってきたので、混乱
を避けるためにこちらは子機という用語を使用するこ
とになりました(それまでは、こちらもプローブと言っ
ていた)。
　こちらの送信とほぼ同時に、相手からの通信が入り
ました。
・プローブが近づきます、受け取ってください
　それで、プローブを観察してみると、なにやら電光
掲示板がついていて、
　　　『交換・平和・すばらしい』
　新手の宗教団体でしょうか？　それにしても宇宙船
に電光掲示板とは、なにやら『ブレードランナー』の
世界を想像させますが。
　引き続き、こちらの通信への返信が入りました。
・探査はオッケー
・第５惑星へ行くのもオッケー
・子機が贈り物を受け取るのもオッケー
・カーゴベイへ向かうことは、待ってます
・なにがほしいですか？
・なにをくれますか？
ずいぶん懐の広い異星人です。
　こちらからも返信。
・情報が欲しい
・なにが欲しいですか？

　贈り物といっても、そういうことを想定して造られ
てないので向こうの意向を聞いてみないとね(あとでコ
ンタクトの結果、形のあるものならなんでも良かった
ことが判明(^^;)。
　さらに、返信後に以下の行動を行いました。
・子機がプローブをつかまえる
・母船が第５惑星に到着
・子機を第２惑星へ発射
・探査用の子機を全惑星に向け発射
　あちらからの贈り物は、あちらさんの個体の実物大
のフィギュアでした。相当なナルシストなのか、それ
ともオタク星人なんでしょうか？
　さて、時間の都合上プレコンタクトはここまでで終
わりました。最後の通信の応答が返ってきてませんが
やむを得ないでしょう。こちらからの贈り物は、いざ
となったら子機そのものをあげるということで切り抜
けることになりました。

<< ƒRƒ“ƒ ƒ̂Nƒg•Ò>>

（ここからは、実況中継でお送りします）
入場、コンタクト開始
　贈り物と同じサイズで同じ形のもの　前３体後ろ１
０体
　いきなり相手が挨拶（胸をビカビカ）→歓迎の意味
　首をずっと振りっぱなし
　こちらのサイズ、直径が15mくらいの球(子機がその
まま来た)
　同じ光の信号で挨拶を返す

（以下、ワはワーツ、子は子機を示す）
いきなり質問
子「あなた方はどこからやって来ましたか」
ワ「アウイル?」(音声が聞き取れない)
子「それはどこにありますか」
ワ「ここまで7年かかりました」
ワ「光の速さで、えーっと・・・」
子「なぜここに来ましたか」
ワ「我々は交換を求めて来ました」
子「いつ頃ここにやって来ましたか」
ワ「地球時間で半年+コンタクト期間。つまり約8ヶ
月」

子「なぜそれほど交換にこだわるんですか」
ワ「我々の神から与えられた使命だからです」
子「なぜスバラシいのですか」
ワ「神の意思が交換せよとおっしゃっているから」
子「神とはなんですか」
ワ「返答に困って相談をはじめる」
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ワの外野「答えるばっかりじゃなくて、こっちからも
要求するのよ」

子「ところでさっきいただいたフィギュアの成分はな
んですか」

ワ「我々の惑星の土から作りました」
子「ということは鉱物資源ですね」
ワの外野「交換しましょうって言え」
ワ「贈り物は気に入っていただけましたか。私たちは
交換を望んでいます」

子「今の情報を聞いて大変うれしく思いました。とこ
ろであなた方は他の恒星系の情報を持っています
か」

ワ「特に持っていません」
子「それでは母星についてもう少しお伺いしたいので
すが」

ワ「その前に、私たちの方になにかいただけるものは
ありませんか」

子「そうですね。それではこのハードウェア(子機全
体)をお渡しいたしましょう」

ワ「おおおおお」感動の騒ぎでビカビカ
ワ「こちらからもなにか受け取っていただかなければ
なりません」

子「それでは、分析用にそちらの個体を一体ほどいた
だけませんか」

ワ(内部で大騒ぎ)
子「もし、そちらが有性生殖するのであれば、その性
の数分のサンプルがいただきたい」

(性の数が不明(未決)の模様)
ワ「あなた方がスバラシイ贈り物をくださったので、
私どもも一体おわたししたしましょう」

子「この子機を渡す前に、その個体を調べさせていた
だいても良いですか」

ワ「問題ありません」
子「ところでそちらの母星についてお聞きしたいので
すが」

ワの外野「他に交換するものはないの?」
子「まず惑星はいくつありますか」
ワ(沈黙)決めてなかったらしい
子「ガスジャイアントはありますか」
ワ(沈黙)決めてなかったらしい
やむをえず、詳しく聞いたことにする
子「あなた方の科学技術についてお聞きしたい」
ワ(相手にばかり主導権があるので、内緒の話をはじめ
る)

ワ「なぜあなた方は、物の交換よりも情報を知りたが
るんですか」

子「そういうふうに作られているからです」
ワ「あなたに指示を出している人はいないのですか」

子「指示を出している知性体はいます」
ワ「私たちはその人と交換をしたいと思います」
子「私はそれ(指示を出している知性体)がどういうも
のであるかを知りません」

ワ「アナタを作った知性体は、アナタの中にいるので
すか」

子「この恒星系には居ません」
ワ「あなた方は贈り物ではないのですか」
子「この子機は贈り物ですが、私は贈り物ではありま
せん」

ワ「私たちはアナタを作った知性体に贈り物をしたい
と思います。どこに行けばあえますか」

子「私もわかりません。ただし、一つ前の恒星系まで
情報を伝達しております。その恒星系はさらに一つ
前の恒星系に情報を伝達しております。たどってい
けば出会えるかもしれません」

ワ「あなたたちは、ここまで来る間に交換は一度もし
なかったのですか」

子「はい、一度もしませんでした」
ワ「あなたたちが来る間、交換を望む知性体は居な
かったのですか」

子「居なかったと思います」
ワ「あなた方はどういうふうに生活をしており、どれ
くらいの頻度で繁殖し(聞き取り不可能)」

ワ「あと、もうひとつあなた方の目的はなんですか」
子「観測です」
子「我々は知っていることは答えられます」
ワ「あなた方が我々に提供して盛られる物質はなんで
すか」

子「子機にはランドローバーおよび、飛行機械が乗っ
ており、それぞれに観測機機が乗っております。あ
る程度独立に判断し行動する機能を備えておりま
す」

（場内騒然）
ワ「他に欲しい物はありませんか」
子「鉱物資源が欲しいのです」
ワ「鉱物資源なら、ここで掘った物がいっぱいありま
す」

子「鉱物資源を採掘してもよいですか」
ワ「採掘はだめです、交換ならオーケーです」
子「ならば、交換するためにはこちらはなにを渡せば
よいですか」

ワ「もの、ものならなんでも」
子「では、私の設計図を差し上げます」
ワ「要らない」（場内騒然）
（どうも、ワーツは情報に対する価値が極めて低いよ
うである。いちおう贈り物のやり取りは終了したの
で、これからどうするかということについて話し合
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【Bチーム参加者レポート】
（向井淳）

　以前は名古屋まではるばる出向いた、Day Contactが
東京で開催されることになった。嬉しいかぎりであ
る。これは、そのDay Contact 4 in Tokyoの、参加レ
ポートである。
　ちなみにDay Contact 4の設定は、これまでのDay
Contactと同様で、それぞれ母星から5光年はなれたと
ころにある恒星系で遭遇した異星人同士のコンタクト
である。僕が所属したのは、あとから恒星系に到着し
た組であるBチームだった。

設定段階

　さて、我々の知的生命体の設定を決めなければなら
ない。まず素案から組むことにして、簡単な基礎設定
がいくつか提出された。この時の提案されたものはメ
モから消してしまったので記憶に頼るしかないのだ
が、世代間宇宙船でさまよう放浪者、という設定も
あったように思う。
　結局多数決でこの案は棄却されて、「恒星系のデー
タを観測する機械知性体」という設定を採用すること
になった。誰が作ったのか、この知性体自身も知らな
い。ある恒星系のデータを詳細に調べて、調査が完了
したらほかの恒星系へと旅立っていく、という設定。
ポイントとなるのは、創造主に関する情報を持たない
ことだ。設定しなくていい(笑)。
　基本的な調査シーケンスは、次のように決まった。
まず、ある星系に到達すると、中継アンテナをばらま
く。この中継アンテナは、母艦が収集した情報を受信
し、ひとつ前に立寄った恒星系へ向けて送信する。ち
なみに、ひとつ前の恒星系には、やはり中継アンテナ
があって、情報を受信し、さらにひとつ前の恒星系へ
……と、最終的には創造主まで情報が届く、はずであ
る。
　中継アンテナをばらまいたら、母艦を適当な位置に
移動させて、内部に格納された子機プローブを放出
し、調査を行う。調査はまんべんなくいろいろ行い、
終わったらガス惑星などで燃料を補給して最も近い恒
星系へ向かう。ここで、この「次の恒星系へ向かう」
という部分の「誰が行くのか」というのが議論の対象
になった。
　案は2つあった。ひとつはさきほど書いたように、母
艦自身が次の恒星系へと赴くというパターンである。
これに対して別案としては、母艦は恒星系に留まって
調査を続け、同時に中継アンテナの役目も果たす、と

いを行うことになる）
子「これから我々は、この星系の探査を続け、それが
終了次第次の星系へ行きたいと思っています。も
し、あなた方の恒星系の詳しい情報をいただける
のであれば、そちらへ行くことはないでしょう。
もちろん招待していただけるというのであれば、
そちらへ行って詳しい調査をしたいと思います」

ワ「交換する物があれば歓迎します。子機しかないの
ですか」

子「工作機械がありますので、原料を提供していただ
ければ色々な電子機器を製造して差し上げること
は可能です」

ワ「おお、それは素晴らしい」
　ここまでで、いちおうの交渉は終了した。
　無事平和裏に交渉を終え、去っていく母船(アレ？
　木星にいるんじゃなかったっけ？)に対して、『交
換は素晴らしいんだ』というワーツの明滅メッセージ
がいつまでも止むことなく送られているのであった。
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いう案も出された。この場合には母艦は自己と同じ機
能を持つ鑑を複製し、それを他の恒星系へを打ち出す
ことになるだろう。
　実際問題としては後者の案の方がスマートだ(女性か
らは「かわいい」という意見もあった)。恒星探査のよ
うな場合には、ネズミ算式に増殖していく方がてっと
り早いだろうし、もし行き先の恒星系でトラブルが発
生したとしても、母艦はまた新たに鑑を製造し、打ち
出すことができる。それに、同じ鑑でずっと探査を続
けるとなるとやがては老朽化するから、あまり長い探
査には向かないことになってしまう。
　ただし問題もある。この案を採用すると、母艦と同
じ機能を持つ鑑を作るだけの製造プラントが必要にな
るのだ。しかしこれは重量的にも容量的にも大きいだ
ろうし、余計な質量を積んでいることになるはずだ。
もうひとつは、行き先の恒星系でかならずしも鉱物資
源があるとは限らない、というより鉱物資源はない方
が多いのではないかということ。その場合は複製がで
きないから、このシステムではたちゆかなくなってし
まう。
　というわけでけっきょく、母艦そのものが次の恒星
系に行くというシステムを取ることになった。これに
よっていくつかわかることがある。母艦そのものは自
身を複製できないが、おそらく修理はできるだろうと
いうこと。子機プローブや燃料用のタンカー、中継ア
ンテナは、おそらく予備も含めて大量に保持している
であろうこと。創造主はおそらく、半ば使い棄ての感
覚でこの母艦を発進させたであろうこと、などだ。
　もうひとつ、この方式では大きな問題があった。母
艦が複製されないのだとすれば、どうして創造主の情
報は持っていないのだろうか？　自分の情報は持たせ
ないような、臆病な知性体なのだろうか？　たとえば
現代の地球人類の常識からすれば、自分の姿かたちく
らいは母艦のどこかに刻んでもよさそうなものだ。
　これから、創造主はどうやら自己の情報を開示した
がらない、臆病な知性体であろうということになっ
た。
　それでも、母艦が創造主の情報を持たない、開示で
きないというのは矛盾だ。なんせ、今まで通ってきた
道のりなのだから。それに対しては次のような回答が
与えられた。つまり、一個の星系のデータというのも
膨大な量になることは間違いない。しかも半永久的に
情報収集することを目的としている機械なので、どれ
くらいの量のメモリを積めばいいのかがわからない。
そこで、だいたい平均して1つの恒星系のデータを保持
するくらいのメモリしか彼は持たない、というのだ。
新しい情報を得るたびに、古い情報は上書きされてし
まうというわけだ。

　次々と情報を失いながら、新しい情報を求めて星々
をさまよう艦――ずいぶんとまあ、かわいそうな設定
になってしまった。
　また、母艦のスペックも、こうした基礎設定から推
測できるようになった。子機プローブは、性能的に見
て往還が可能とは思えないが、惑星には着陸する機能
は持たされているだろう。そこで、予備も含めて100機
のオーダーで所有しているはずだ。同様にタンカーは
10機のオーダーで、中継アンテナは1つの星系につき10
個ほどのオーダーであろうが、最終的に到達する星系
の数を10個ばかしと仮定すると、100個のオーダーで
持っているらしいこともわかる。こうしたことも考え
て、大きさは10kmほどの全長を持つと仮定した。形状
は、球体とした。ちなみに推進機関は核パルス推進と
いうことになった。
　それから、他の知的生命体と接触した場合にどうふ
るまうのか、ということを決定した。といっても、無
視するだとかいうのは「コンタクト」のイベントとし
ては問題がある。それにまた、相手が知的生命体であ
れば、あらかじめこちら側の意思を伝えることで円滑
に調査ができるはずで、そのためにもこちらの意思を
相手に伝えることが肝要だとも思える。
　そこで、有意な電磁波を発見した場合の状況を考え
た。我々は調査したいので、そうした電磁波を発見し
たら、その帯域で相手とコンタクトを取ろうと試みる
はずである。相手と意思疎通を図る手段もいろいろあ
るだろうが、とりあえず一方的にこちらからの情報を
伝えるとした。相手に解析してもらうことを見込んで
のことだ。相手から1公転周期のあいだ、返答がなかっ
た場合には、こちらの意思を無視するか、こちらの存
在に気付いていないか、どちらかと考えて、調査を続
行するという行動原理にした。
　ちなみに、相手が先に発見して、こちらに通信を
送ってきたとしても、基本的には行動原理は同じ。コ
ンタクトをとろうとして、だめだったらだめだった
で、やっぱり調査は強行する。
　このあたりで、簡単にコンタクトをするものかどう
か／行動原理をどうするか、ということに関する議論
が持ち上がった。これまでの行動原理には、3つにわけ
ることができる。
・調査
・生存
・(いたとしたら)他知性とのコンタクト
このなかで行動の優先度をどうつけるか、という議論
である。
　もちろん、調査が最優先されるであろうことは想像
に難くない。が、せんだって「私」は無二の存在――
や、もちろん創造主は同タイプの艦を何隻も建造した
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かもしれないが、すくなくとも自分では自分を複製で
きない存在であるわけだし、ある程度は自分の生存を
優先したいはずだ。でないと、ちゃんと調査ができな
い。もちろん、コンタクトも重視はするが、あくまで
もそれは、円滑な調査を行いたいがためのものである
はずだ。その匙加減は、どの程度か？　つまり、危険
な星系では調査を続行するのか否か？
　考えてみれば、「私」にとってみれば、情報を集め
送信するのが重要なことである。だからポイントとな
るのは中継アンテナの存在だ。このアンテナがあれ
ば、とりあえずひとつ前の星系へ情報を送信できる(こ
とになっている)。つまり、いざ破損しても、うまくい
けば破損したことがわかるし、何らかの情報を送信で
きるだろう。逆に、恒星間を飛んでいる場合にはちゃ
んと連絡ができない可能性もある。ということで、
・前の星系を旅立ってから、中継アンテナをばらまく
までは、自己保存を優先するポリシー

・中継アンテナをばらまいたら、調査を優先するポリ
シー

という2つのフェーズを持つことになった。
　以上で、主要な設定は終わりである。これから、コ
ンタクトに入る。

プレコンタクト

　「私」はこの星系を次なる調査対象と決め、すでに
減速シーケンスを終えたところである。現在位置は
100AUほどの位置。AUというのはもちろん天文単位、
つまり地球と太陽の平均距離だが、これはまあ計算上
の数値にすぎないので気にしないように。
　この星には、ぜんぶで6つの惑星がある。そのうち、
第1、第2、第3惑星がいわゆる「地球型惑星」つまり鉱
石を多く含むと思われる岩石の惑星、第4、第5惑星が
「木星型惑星」つまり、ガスジャイアントだ。第6惑星
は、小型の岩石惑星となる。
　とりあえず「私」の生存のためには、第5惑星で燃料
を補給しつつ、第2惑星あたりで資源を採取し、子機プ
ローブなどの機器を製造することが必要なようだ。そ
の前に、中継アンテナをばらまかなければならない。
　その時、通信が入った。第2惑星からだ。解析を行っ
たところ、知的生命体によるコンタクトを目的とした
通信である可能性が高いことが判明した。さらに解読
を行ったところ、辞書も送信されており、何らかの
メッセージを送信していることがわかった。ずいぶん
と、自分の情報を開示する生命体である。
　内容はその辞書と、彼らの姿とおぼしき画像、それ
にいくつかのメッセージだった。姿は、地球の生物で
いえば直立した昆虫のようだった。メッセージは次の

ような内容と思われた。

　私たちは母星からきた。基地をつくった。交換しよ
う。

交換しようとはずいぶんと唐突である。というより、
何と何を交換するのだ？こちらに与えられるのは、子
機プローブのほかはいくつかの(本当にいくつかの)情
報しかない。あとは、自身や子機プローブの設計図
だ。さきほどの設定では段取りの都合で書かなかった
が、「私」は自己の設計データを持っている。もし知
的生命体にこのデータを渡せば、うまくすると自分を
複製するかもしれないと思うからだ。
　いずれにしても、こちらが受信したことを示す返答
をしなければならない。ただし、まだ中継アンテナを
ばらまいていない＝自己保存を優先するフェーズであ
る。あまり、自己の情報をひけらかすようなことも、
無視できない危険が存在する可能性のあるコンタクト
にも積極的にはならない。というわけで、次のような
返答をした。

　50AUの位置で停止します。

相手は、即座に返事を返してきた。その内容は、次の
ような内容に思えた。

  交換はすばらしいので交換しましょう。贈りものを
載せてプローブを送ります。母船のカーゴベイに来て
ね。我々が行ってもいいですよ。

交換にこだわった種族である。何かあるのか？　プ
ローブの動きも観測はされた。現フェーズでは母船に
行くなど考えられない。向こうが来たら迎撃するだろ
う。けっきょく、同じく50AUの距離で止まる旨を伝え
るのみにとどまった。といっても、この頃にはもう目
標の軌道に達していた。送信してすぐに、中継アンテ
ナをばらまく。同時に、フェーズは調査主体に移行す
る。
　さて、こうなるとコンタクトにも積極的になる。
カーゴベイには子機を送ればいいだろう。向こうは第
2惑星にいるようなので、母艦は問題なく第5惑星に移
動する。調査用の子機プローブも、各惑星に何機ずつ
か、送ることにするだろう。もちろん、こちらの行動
は相手に知らせておいた方がいい。相手は「交換した
い」と主張しているので、こちらの主張も伝えた方が
いいだろう。結果として、移動前に次の情報を送信す
ることにした。
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　私は星系探査します。第5惑星に行きます。贈りもの
は子機が取りに行きます。カーゴベイには子機が行き
ます。

移動開始後、50AUの軌道へ相手側のプローブが飛んで
きた。ランデブーしようとしているので、こちらの子
機でつかまえる。子機は母艦から操ることもできる
が、なかば自律して惑星探査などを行うための簡単な
知能は持っている。
　プローブには電光掲示板がそなえつけられており、
辞書表現でご丁寧にも『交換・平和・すばらしい』と
表示しているように見えた。ここまでだと、何か誤訳
しているようにも思えてくる。また、同時に「プロー
ブが近づきます。受け取ってください」なるメッセー
ジが届く。これは、こちら側のさきほどのメッセージ
がまだ向こうに届いていないのだろう。
　プローブの受け付けは子機が行うとして、困るのは
相手の要求である。交換交換というが、何が欲しいの
かわからない。うっかり贈りものを受けとって、とん
でもないものを要求されては目もあてられない。「何
がほしい？」と訊き返すことになる。
　ほぼ同時に、相手からメッセージが届く。メッセー
ジは交錯しているが、奇妙に相手も同じことを考えて
いたようで、

    星系探査→どうぞ
    第5惑星へ→どうぞ
    子機が贈りものをとりに→どうぞ
    カーゴベイに子機で→待ちます
    何がほしいですか、何をくれますか？

とまあ、たいへんに歓迎的であるように見える。その
一方で交換には拘っており、もはや交換することは彼
らのあいだでは決定事項のようだ。
　また、子機はプローブの捕獲に成功した。なかみ
は、相手の等身大光るフィギュアだということであっ
た。これで彼らは何をするというのだろう？
　その頃には、子機が相手のカーゴベイに到達しよう
としていた。はやくもコンタクトである。
コンタクト

　というわけで「私」の全権大使として、ついでにあ
る程度自律して動く子機の役として……つまり端的に
言うと、コンタクトでは誰か代表をたてないといけな
いので、それをチーム内から選出することになる。今
回は、僭越ながら僕がやらせていただいた。
　今回の「私」は情報を貪欲に求める。調査項目を決
めて、一方的に訊きまくるという態度で望むことに

なった。
　カーゴベイに入ると相手がずらりと並んでいた。彼
らは胸が光るようになっており、そこで文字を表示で
きるようになっている。辞書や電光掲示板の内容は人
工的な言語であろうと推測していたのだが、むしろ自
然言語であったらしい。びかびかと光るその文字は、
「歓迎」と読めた。また、さかんに首を振っている。
これも、歓迎の意を示す儀式的行為であろうか？
　一方こちらは芸のない形状である。子機は惑星探査
も行えるから、内部にはランドローバも飛行機械も積
んでいるのだが、宇宙空間を飛んでいるときは球状な
のだ。
　そして、コンタクトが開始された。僕は「まずお訊
きしたいのですが……」と、さっそく本題をきりだ
す。どこから来たのか。何者か。いつからここに来た
のか。なぜ来たのか。なぜ交換にこだわるのか。
　彼らは、ワーツという種族だった。ここから約5光年
離れた位置にある、アウニムなる星から来たという。
来たのは半年ほど前のことだった。彼らはまた、商業
行為こそがすばらしいという宗教を持っているとい
う。商業というよりも、物々交換である。そこで、誰
かが「異星人との交換もまたすばらしい」とか言いだ
し、他の星系へ移動することを決めたのだという。
もっとも、この星系に知性体がいないことはわかって
いた。ここは中継基地にする予定であるという。
　相手からも質問は来たが、「なにをくれますか、交
換していただけませんか」などという質問ばかりで
あった。それに対しては、あらかじめ考えていた「こ
の子機をさしあげます」という返答を返す。これには
彼らワーツはおおよろこびだったようだ。その価値基
準はよくわからない。

　ついで、ワーツの生態を知りたいと思い「分析用に
1体いただけませんか」という質問をしたところ、さす
がに物議をかもしだしていた。自分自身は交換対象で
はない、ということか。もっとも、相談中の胸パネル
を垣間見たところでは「ビリーバー1体なら……」など
という発言が行われていた。内部に、宗教的な対立で
もあるということだろうか？　やがて1体がこちらに渡
された。まずはスキャンなどの非破壊検査を行い、そ
れから破壊検査でその生物的特性を調査することにす
る。
　ほかにもこちらはさらに情報を収集する。向こうは
向こうで、「ほかになにかくれるものはないか」とい
うばかりである。仕方ないので、こちらの設計データ
をあげる準備がある、と伝えると、即座に次のような
質問が来た。「それは紙かなにかでできたマニュアル
か？」と。何の冗談だ。電子データに決まっている、
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と答えると「じゃ、いらない」という返答である。話
にならない。
　こうして、まったく話がかみあわないまま、こちら
は情報を得、あちらは子機などのデバイスを得、おた
がいになぜか満足してコンタクトが終了した。

コンタクトを終えて

　ワーツは、外骨殻を持った、昆虫のような生命で複
眼をもつ。肢は8対あり、後4対が「足」で移動にもち
いる。最前1対がいわゆる「腕」だ。その次の1対は補
助腕でもあり、獲物をとらえるときにも用いる。ちな
みに、複眼なので動いている物体は注目できるが、静
止していると見にくい。首を振っていたのはべつに儀
式でもなんでもなく、こちらを注視していたのだとい
う。
　体高は50cmほどとちっちゃい。多産多死であり、成
熟する前にかなりの数が死んでしまうという。だから
教育にはそれほど熱心でもなく、育つものがいれば育
つ、という程度にすぎない。成熟したワーツの大部分
は「ビリーバー」という層になる。これは「交換こそ
すばらしい」という教義を信じきった社会的下層であ
る。これに対して指導層は、ある程度にはは狡猾さを
持った層である。といっても、べつに指導層とビリー
バーには生物的な違いもなければ、女王蜂のように育
てられかたに違いがあるわけでもない。なんとなくそ
ういう能力を持ったものが指導層になるのだという。
　彼らの価値観はくりかえすように交換＝すばらしい
というものだが、重要なのは「モノを交換する」とい
う考えかただ。彼らにとって、情報は何の価値もな
い。モノであればすばらしい。とくに、めずらしいも
の、大きなものは価値が高い。コンタクトの際に、マ
ニュアルならいるが情報はいらない、というやりとり
があった背景にはこういう思想があったのだ。もし設
計データを金属板などに刻みつけたら、大喜びで受け
取っただろう。ちなみに橋頭堡としてこの星系につ
くった彼らの基地だが、モニュメントでもあるんだと
か。
　ところで、あくまでもモノはモノでしかない。ワー
ツはモノではない。「1体欲しいのだが」というときの
躊躇はこの思想に由来する。といっても、他の知的生
命体からもらえる、しかも(彼らの基準では)超巨大の
10mはあろうかという「子機」がもらえるというのであ
れば、「ま、ビリーバーくらいなら……」ということ
らしい。宗教対立云々はまったく僕の勝手な妄想だっ
た。
　ちなみに、目的などについても本当はこの段で詳し
く説明を受けたのだが、さきほどのところで書いたの

で省略しよう。

　今回のコンタクトで興味深かったのは、まるで共謀
したかのように綺麗に分かれた、というかすれ違った
ということだ。ワーツはモノを、「私」は情報を貪欲
に求める。今回のコンタクトでは、お互いに相手の望
むものを手に入れたにもかかわらず、まったくコミュ
ニケーションを行わなかったということで特筆に値す
る。つまり、相手をまったく理解できなかったとして
もコンタクトしようという意思さえがあればコンタク
トだけならできるということなのだろう。
　今回は、ワーツも「私」も、それなりに積極的なコ
ンタクトを行っていた。だからコンタクトは成功し
た。それぞれがそれぞれの欲しいものを手にいれた。
めでたしめでたし。でも、相手のことは何ひとつとし
てわかっていないのだ。
　といっても、こんな状態がさほど長続きするとも思
えない。おそらく「私」がワーツのやりかたを学習
し、けっこう好き勝手に鉱物の採掘やら調査やらを強
行することは想像に難くない。もっとも、こちらの調
査が終了すれば「私」はいなくなるので、それほどト
ラブルもなく何事もなくコンタクトは終了するだろ
う。
　しかしそれにしても、かつてここまで平和裡にコン
タクトが終わることが約束されながら、なおかつここ
までお互いを理解しないというコンタクトがあっただ
ろうか？
　今回のコンタクトでの教訓は、「コンタクトすれば
それでいいのか」ということになるのではないか、と
思う。
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【ＤＣ４参加者アンケート】
＊()内はFCSの参加回数

●作田　龍之介(0)
この手のイベントに参加したのは初めてですが、非常
に楽しかったです。
科学的知識がさほどある訳ではなかったので多少不安
でしたが、そんなに難しい事もなく、むしろ楽しくす
すめられました。
と、言うかキャラクター立ちすぎです（笑）。フィ
ギュア化されたら買います。
コンタクト部、もう最高でした。
ここまでかみ合わない交渉と言うのもそうそう見られ
ないと思います。
相性悪すぎですがな（笑）。
最後のネタばらしもよかったです。
完全に価値観が正反対・・・ある意味同じなのかもし
れませんが（笑）。
機会があればまた参加したいです。今日はとても楽し
かったです。

●柴田　和典(0)
初めて参加させていただいたのですが、楽しかったで
す。
多人数で話していると細かな設定まで決まるものです
ね。
大変興味深かったです。
もっと時間をかけて、設定してみたかったです。

●松尾　大介(0)
後付けながらも、それなりに論理的な流れができるも
ので感心しました。
初参加でしたがたいへん楽しく参加いたしました。

●井手　聡司(3)
今回はつごうで午後しか参加できませんでしたが、大
変楽しくやれました。
なかなか興味深い展開になり、面白かったです。
また、やりましょう。

●長　高弘(4)
今回も両チームの思惑が大きくすれ違ったような気が
しました。
また、Ａチームに参加しましたが、後で考えると、支
配者層と信者に階層が分かれているという設定をうま
く生かしきれていないような気がしました。

●柏崎　玲央奈(0)
非常に楽しかったです。
世界を構築するのも楽しかったし、コンタクトもまた

楽しかったです。
機械知性体は、ちょっと極端だったのかしら？と、
少々思いました。
コンタクトは成功したのか？
何とも不思議なあとあじでした。
スタッフの方々、どうもありがとうございました。

●佐藤　栄二(0)
今回が初めての参加ですが、同じ様な催しがあれば、
また参加させていただきたいと思います。
コンタクトの際の面白さは、今度は反対側のチームに
参加してみたいと思わされました。

●志村　弘之(0)
はじめの基本設定が採用されて（半分くらいですが）
うれしかったです。
少しコンタクトがしやすいようにつくり過ぎてしまっ
たかもと思いますが、無事コンタクトできてよかった
です。

●堤　靖彦(0)
ワールドビルドについては、全くゼロから始めるとキ
リがないので、ある程度、先に「設定」を出した方が
初心者にはとっつきやすいかな、と。
また異星人の文化・社会形態・文明度は相互にからみ
あっているものなので、どこから固めていくかも作業
をスムーズにすすめる上で重要だなと感じました。
プレコンタクトでは、一気にヒートアップして、異常
なもり上がりにおどろきました。
今回メッセージのやりとりで、相手の返事が届く前
に、次のメッセージを送ってしまうこともありました
が、逆にそれが「リアル」なものに思えました。
全体的にとても楽しく、機会があれば、また参加でき
ればと思います。
スタッフの皆さん、おつかれさまでした。
ありがとうございます。

●七里　寿子(1)
本当に「みごとにすれちがった」かたちでした。
ここまで、すれちがっているのに、妙にそれなりにコ
ンタクトが成立するのがおもしろいなあ、と思いまし
た。
やっぱり楽しいですね。
ゆーこんでは参加できるかな？

作りました時刊新聞は、たぶんゆーこんでおわたしい
たします。
（※ゆーこん行く人、できれば誰か受け取ってくださ
い　中矢）
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●向井　淳(2)
実に見事にスレ違って面白かったです。
やや、「コンタクトしよう」というバイアスをかけた
設定だったような気がしており、かなりやりやすかっ
たのは良いのですが、ちょっと違うかな、と思いまし
た。
サジ加減が難しいですね。

●井上　真由美(3)
けんか両成敗じゃないけれど、今回はじめて”等価”
なコンタクトができたのではないか。
今までは一方がコンタクトしなければよかったと思う
パターンが多かったので（というか、いつもびんぼー
くじだった）。

翻訳プロジェクト快調に進行中！
by 大井俊朗

　News Letter22号で一緒に翻訳をしていただく有志の方々を募集いたしましたが、その
後どうなってるんだろうとご心配されている方もいらっしゃるかも知れません。少々遅く
なりましたが、「翻訳プロジェクト」が正式に立ち上がり、順調に進行していることをこ
こでお知らせいたします。
　当初、参加希望者がほとんど現れずどうしたものかと心配していたのですが、一次募集
の締切が迫る４月末に大挙して参加表明のメールが届きました。現在総勢11名で進行して
います。
　メンバーが決まってからAmazonで原書を購入したりして、実際に本格稼働を始めたのが
５月中旬で、この２ヶ月で第２章までの翻訳が完了、このLetterがみなさんのお手元に届
く頃には３章も完了している予定です。これで約50頁を終えたことになり、全体の４分の
１を消化した計算になります。となるとこのペースが維持できれば来年の２月あたりに翻
訳が一応完了となります。
　で、そこから文章としての統一やら用語解説のまとめをしていくつもりです。そして最
終的な野望は「本」にしてしまうこと！　CONTACT Japan 活動の副読本にして、イベン
ト参加には一読必須にしてしまえば部数も・・・。冗談はさておき、最終的にはみなさん
にお見せできる形にはしたいと考えています。その時までお待ちください。
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News

=====================

やはり火星には水がある?　（科学雑誌から)

もしかしたら地球外生命体が存在する(していた)かも
しれない星，火星．日経サイエンス2002年7月号に，そ
の火星に大量の水が存在するという昔ながらの説を裏
付ける新たな証拠が見つかったという記事が掲載され
ました．

証拠のひとつは探査機マーズオデッセイの観測結果．
火星に南半球表面に大量の水素が検出されました．こ
れによりこの地域に巨大な氷塊が存在する可能性が高
まりました．

もうひとつはマーズ・グローバル・サーベイヤーの火
星周回カメラがとらえた映像．火星のアサバスカ・バ
リス地域で，大規模な洪水の跡と思われる地形が発見
されました．わずか(!?)1000万年前に火星表面に洪水
が起こるほどの水があったかも知れないのです．

お隣の惑星なのにまだまだ謎に包まれている火星．探
査は進んでいます．地球外生命体に関する新しい発見
があるかも知れません．

=====================

高圧環境下で生き延びる細菌（科学雑誌から)

日経サイエンス2002年7月号に，強い圧力下で生き延び
る最近についての記事が掲載されました．地中深部な
どの高圧環境下で生き延びる生物は特殊な適応力を身
につけた微生物だけだと考えられていましたが，私た
ちの腸にいるゆなごく普通の最近でも高圧環境に耐え
られることがわかったそうです．

腸内にいる大腸菌などの細菌を，ダイヤモンドの間に
挟み，およそ1万6000気圧の圧力をかけてみました．1
万6000気圧というと，室温で水を氷に変えるほどの高
圧で，地殻の50km下の圧力と同じだとか．大腸菌はこ
の高圧に耐えて生き延びたとのこと．

ごく普通の細菌でも高圧環境下で生き延びることがで
きるということになると．異星の高圧環境下で生命が
発生し進化していく可能性につながるかも知れませ
ん．記事でも，『南極大陸や木星の衛星エウロパ，カ
リスト，ガニメデなどの暑い氷の中に生命が存在する
かもしれないいう説があるが，実験はこの見方を裏付
ける結果となった』と述べられています．

=====================

生命のタイムスケール（新聞から)

Day CONTACT 2におけるテモテ(『無責任一代江戸っ
子』もしくは『江戸っ子な植木等』．思いついたら即
行動)とフウセンクラゲ(寿命が1000年．光合成．異様
に呑気)とか，もっと極端には人類とチーラとか．思考
速度というかタイムスケールが違うためにコンタクト
が困難である存在が考えられます．実は地球の生命体
でも，同様にタイムスケールが違うものがあるようだ
というお話です．

2002年1月15日の日本経済新聞に，日本動物行動学会
で鯨と小鳥の鳴き声の類似性を指摘する研究発表が
あったという記事が掲載されています．『ザトウクジ
ラとジュウシマツのオスの「歌」がそっくり』なのだ
そうです．もちろん，鳴き声をそのまま聞き比べても
似ていません．『ジュウシマツの歌を三十倍に引きの
ばすと両者はそっくり．どちらの歌にも数種類の音を
組み合わせた文法のような規則がある』のだとか．

地球の生命体でも，タイムスケールを変えるとよく似
た表現形態を示すものがあるのならば．異星生命体な
らばもっと極端にタイムスケールの違うものがあるか
もしれません．タイムスケールさえ調整すればそのよ
うな生命体とも対話できるかもしれません．SFでは
チーラという存在がありますが，コンタクトの相手と
してこのような存在を考えてみてもいいかもしれませ
ん．

=====================
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おかげさまで　Day CONTACT 4 in Tokyo も盛況のうちに

終了しました。いつもながら、お忙しい中、感想・レポー

トをありがとうございます。現在、猛暑の中、スタッフは

CJ5に向けて鋭意活動中です。皆様からのご意見ご要望もお

待ちしています。

CONTACT Japan 5 企画紹介

　みなさん、CONTACT Japan 5 にお申し込みいただい
てますでしょうか？　既にいろんな媒体で紹介してい
ただいてますが、CONTACT Japan 5 は１１月２，３，
４日の連休に、いつもの石川島研修センターで行われ
ます。
　今回は、今までの活動で問題になった課題を沢山の
分科会で徹底的に議論しようと言う形式になっていま
す。ここで幾つかの分科会企画をご紹介しましょう。

◆企画番号：2-C　恒星間宇宙船を作る
　１０数光年程度離れた恒星へ向かうための恒星間宇
宙船の設計を行ないます。当日決定する搭乗人数や目
的地といった状況に基づきさまざまな観点から最も良
いと思われる宇宙船について議論するとともに、実現
可能性や運用などについても想像の花を咲かせましょ
う。

◆企画番号：2-D　あるアネカワンの生涯を考える
　ＣＯＮＴＡＣＴ　Ｊａｐａｎ３のためにＳＦ作家
ポール・アンダースン氏が構築した異星人「アネカワ
ン」の特定個人の生涯を考察することで、設定をより
深く追求します。風薫る星で生きたあるアネカワンの
生涯を、みんなで一緒に辿りましょう。「アネカワ
ン」の設定はＣＯＮＴＡＣＴ　Ｊａｐａｎのホーム
ページで公開しています。予習をしておけば、より議
論が深まるでしょう。

◆企画番号：3-C　ＦＣＳの生物学
　従来のＦＣＳでは、物理学的・工学的な側面のハー
ドさは割と追求されてきましたが、生物学的な側面は
スキップされていることが多かったと思います。今ま
で「我々と同じ」という風に簡単に片づけてきた、異
星人設定の生物学的部分は本当にそれでいいのか？　
地球の生物学は本当に「宇宙標準」なのか？　違うと
したらどんな生物が本当にあり得るのか？　というよ
うな事を一緒に考えてみたいと思います。

◆企画番号：7-C　１０光年先を見るために
　近隣の恒星系（およそ１０～３０光年程度）を観測
するのに必要な機材について考えます。現在の観測機
器の性能を基準とし、観測したい内容と観測する波長
を洗い出し、最終的にはＦＣＳの基準を作ることを目
的としています。また輪講に近い形式とし、現状と近
い将来の計画も紹介していきます。

　CONTACT Japan 5 ではこれ以外にも多数の分科会や
講演が皆さんをお待ちしています。また、異星人設定
からコンタクトまでを通して行うＦＣＳ企画も平行し
て開催する予定です。
　ご紹介した以外の分科会の詳細や、参加のお申し込
みは、http://www.ne.jp/asahi/contact/japan/ をご
覧下さい。
　スタッフ一同、皆さんの参加をお待ちしています。


